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総
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４
月
１９
日
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）
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洛
南
身
障
会
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◎
福
祉
研
修
会

曰
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８
月
４
日

（日
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圏
□

か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル

◎
体
幹
機
能
訓
練

曰
田

９
月
中
旬
予
定

爾
□

未
定

◎
第
１
回
ス
ク
エ
ア
ボ

ツ
チ
ャ
大
会

ｏ
日
∪
Ｈ
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４
日

（月

・
祝
）

□
図
剛
）
京
都
市
障
害
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教
養
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化
体
育
館
（二
じ

◎
新
春
の
つ
ど

い

日
田

令
和
７
年
２
月
２
日

（日
）

陽
□

未
定

◎
広
報
事
業

『き
ょ
う
と
身
障
の
福
量

を
年
４
回
発
行

◎

コ
ー
ラ
ス
部
活
動

施
設
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
演

◎
ほ
ほ
え
み
交
流
活
動
支
援
事
業

文
化
教
養
部
会

の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、
京
都
市
内

の
小

。
中
学
校

等

で
講
演
と
車
椅
子
体
験
授
業
を

行

い
、
障
害
者

の
理
解
と
共
生
社

会

の
啓
発
を
行
う

○
軽
ス
ポ
ー
ツ
事
業

～
ス
ク
エ
ア
ボ

ッ
チ
ャ
～

目
□

４
月
１３
日

（土
）

陽
□

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
第
”
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

爾
幽

中
止

○
第
４４
回
全
京
都
障
害
ス
ポ
ー
ツ
大
会

＊
総
合
開
会
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・
卓
球
バ
レ
ー
大
会

曰
□

６
月
２３
日

（日
）

陽
□

島
津
ア
リ
ー
ナ
ー
京
都

＊
ボ

ツ
チ
ャ
大
会

曰
□

７
月
１５
日

（月

・
祝
）

爾
□

伏
見
港
公
園

体
育
館

＊
卓
球
大
会

目
□

７
月
２‐
日

（日
）

圏
□

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＊
水
泳
大
会

曰
□

８
月
１８
日

（日
）

囲
□

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

＊
陸
上
大
会

曰
□

９
月
８
日

（日
）

陽
回

た
け
び
し
ス
タ
ジ
ア
ム
京
都

＊
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
大
会

曰
□

９
月
１５
日

（日
）

陽
□

南
丹
市
日
吉
総
合
運
動
広
場

＊
フ
ラ
イ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
大
会

ｏ
日
∪
１０
月
１４
日

（月

・
祝
）

個
蘭
〕
京
都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

○
京
都
市

障
害
者
相
談
員
研
修
会

目
目

８
月
２４
日

（土
）

隠
□

京
都

テ
ル
サ

○
第
６４
回
政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
絡
協
議
会

一回
□

９
月
５
日

（木
）
～
６
日

（金
）

瘍
ロ

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
大
阪

○
第
４７
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会

種
目
別
交
流
大
会
　
卓
球
バ

レ
ー

曰
田

９
月
２９
日

（日
）

場
□

障
害
者
教
養
文
化
・体
育
会
館

〇
近
畿
ブ
ロ
ツ
ク
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
ｏ

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

曰
口

未
定

日
□

大
阪
府
ま
た
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

０
２
０
２
４
ほ
ほ
え
み
広
場

目
□

Ｈ
月
１９
日

（土
）

陽
□

Ｋ
Ｂ
ｓ
ホ
ー
ル

○
洛
南
秋
ま
つ
り

曰
Ｕ

Ｈ
月
１０
日

（日
）

場
□

洛
南
身
体
障
害
者
福
社
会
館

○
地
域
福
祉
の
つ
ど

い

曰
□

Ｈ
月
２３
日

（土

・
祝
）

圏
日

ハ
ー
ト
ピ

ア
京
都

ヾ

令
和
６
年
度

事
業
計
画

○
交
通
局
と
の
意
見
交
換
会

曰
□

Ｈ
月
頃

圏
ロ

サ
ン
サ
右
京

〇
「障
害
者
週
間
」
市
民
啓
発
事
業

曰
国

Ｈ
月
３０
日

（土
）

一陽
□

各
区
主
要
タ
ー
ミ
ナ
ル

○

「障
害
者
週
間
」
市
民
啓
発
事
業

曰
日

未
定

陽
□

未
定

○
第
２
回
ふ
れ
あ
い
ス
ク
エ
ア
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
⌒仮
称
）

固
日

‐２
月
３
日

（日
）

個
靭
∪
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

○
京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

日
□

令
和
７
年
１
月
下
旬

圏
□

未
定

○
天
皇
杯
第
３６
回
全
国
車
い
す
駅
伝
競
走
大
会

ロ
ロ
∪
令
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７
年
３
月
９
日

（日
）

日
□
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発
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予
令
和
５
年
度

新
春

の

つ
ど

い

馘

|||||‖瞑婆羹華

実
行
委
員
長
　
　
櫻

丼

貞

子

令
和
６
年
２
月
４
日
午
前

Ｈ
時
よ
り

ホ
テ
ル
　
一示
都

エ
ミ
ナ
ー
ス
に
お
い
て

令
和
５
年
度

「
新
春

の
つ
ど

い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
市
内
中
心
よ
り

少
し
遠

い
の
で
、

エ
ミ
ナ
ー
ス
の
送
迎

バ
ス
で
四
条
大
宮
、
洛
南
会
館
送
迎
バ

ス
、
エ
ミ
ナ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
Ｊ
Ｒ

桂
川
駅
、
阪
急
洛
西
日
駅
等
か
ら
の
集

合
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
４３
名

で

し
た
。
第
１
部

の
式
典
は
、
秋
谷
幸
枝
理
事

の
司
会

で
始
ま
り
、
１
月
１
日
の
能
登

半
島
地
震
か
ら
ｌ
ヵ
月
余
り
、
亡
く
な

ら
れ
た
方

々
に
、
ま
た
、
お
元
気
だ

っ

た
下
京
区

の
会
長

・
粂
山
義
隆
さ
ん
が

年
末
に
急
死
さ
れ
、
全
員
で
１
分
間

の

黙
祷
を
さ
さ
げ
た
後
、
大
江
正
照
理
事

長

の
主
催

者
挨
拶

で

始
ま
り
ま

し
た
。
京
都
市

長
選
と
重

な
り
御
来

賓

の
方

の

人
数

が
例

年

よ
り
少

な
く
な
り

ま
し
た
が
、

御
来
賓

の

社
会
福
祉

法
人
京
都

市
社
会
福

祉
協
議
会
事

務
局
次
長

谷
淵
啓
様
、

京
都
市
身
体

障
害
者
団
体

連
合
会
事
務

局
長
　
大
泉

清
貴
様
か
ら

の
祝
辞
を
賜

り
、
続

い
て

主
催
者
を
代

表
し
て
理
事

長

・
副
理
事
長
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

櫻
井
貞
子
実
行
委
員
長
に
よ
る
閉
会

の

挨
拶

で
第
１
部
が
閉
会
し
ま
し
た
。

第
２
部

の
懇
親
会
も
、
秋
谷
理
事
に

よ
る
司
会

で
、

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

「
み

ん
な
で
歌
お
う
」
、
肢
体
障
害
者
協
会

コ

ー
ラ
ス
部

「
や
わ
ら
ぎ
」

の
皆
さ
ん

の

美
し
い
コ
ー
ラ
ス
、
参
加
者
全
員
で
の

懐
か
し
い
歌

の
数

々
を
大
き
な
声

で
元

気

一
杯
、
楽
し
く
、
歌

い
ま
し
た
。
続

い
て
、
小
坂
義
夫
事
務
局
長
に
よ
る
乾

杯

の
発
声
で
、
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
５
年
振
り

の
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
で

は
、
吉
田
隆
二
さ
ん

。
柿
並
高
光
さ
ん

の
お
骨
折
り
と
、

の
ど
自
慢

の
方

々
の

ご
披
露
と
食
事
ハ
和
気
あ

い
あ

い
と
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
か
と
思

い
ま
す
。

午
後
２
時
、
菅
浪
善
造
副
実
行
委
員

長

の
閉
会

の
挨
拶

で
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。
能
登
半
島
地
震
に
か
か
わ
る
、
支
援
金

令
和
５
年
１２
月
に
山
科

区
肢
体
障
害
者
協
会
有
志

様
か
ら
当
協
会
に
金
５
千

円

の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。本
下

文
男

様

西

　

昭
男

様

今
西

　

謙

様

一局
山

壮
た
宣

様

高
山
か
ず
み

様

ま
た
下
京
区
肢
体
障
害

者
協
会
よ
り
、
金
千
円
の

ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

前
田
美
智
子

様

ま
た
昨
年
度

の
イ
ベ
ン

ト
時
に
、

北
山

弘
乃

様

策
山
こ

岡
谷

　

明

様

↑
一示
こ

よ
り
ご
寄
付
を
頂

い
て
お

り
ま
す
。

皆
様
、
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
肢
体
障
害
者

協
会
会
員

の
た
め
に
大
切

に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

役
員

一
同

に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
２
７
、
６
０
５
円

が
集
ま
り
、
京
都
市
肢
体
障
害
者
協
会

と
し
て
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
有

難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

／
中
京
区
福
祉

の
つ
ど

い

日

下

部

日日
史

過
日
、
２
月
１０
日

（土
）
に
か
ら
す
ま

京
都
ホ
テ
ル
会
場
に
、
中
身
連
主
催

で

令
和
５
年
度
福
祉

の
つ
ど

い
が
４
部
構

成

で
開
催
さ
れ
、
「
障
害
の
あ
る
ひ
と
達

の
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
目
指
し
て
」

と
言
う
テ
ー

マ
で
社
会
福
祉
法
人
西
陣

会
京
都
市
中
部
障
害
者
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー

「
に
し
じ
ん
」
セ
ン
タ
ー
長
、

宇
川
征
宏
様

の
ご
講
演
を
頂

い
た
。
３

部

で
各

テ
ー
ブ

ル
ご
と
紙
が
配
ら
れ
５

文
字
次
に
７
文
字
そ
し
て
５
文
字
書

い

て
、
シ
ャ
ツ
フ
ル
さ
れ
そ
れ
を
１
枚
ず

つ
取
り
計
３
枚
取

っ
て
、
順
番
に
読
む

と
言
う
雅
な
遊
び
を
し
会
場

の
空
気
が

和
ん
だ
所

で
、
４
部

の
懇
親
会
で
３
部

ま
で
で
目

・
耳
そ
し
て
回
も
お
腹
も
満

た
さ
れ
た
。

鰤
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一副

田

美

昨
年

の
秋
、

ハ
ー
ト
ピ

ア
で
恒
例

の

「地
域
福
祉

の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
て
、

こ
の
日
も

「
最
高

の
人
生

の
見

つ
け
方
」

と
題
し
た
意
義

の
あ
る
映
画
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

私
は
現
在
８２
才
。
終
活

の
始
動
現
状

に
あ
る
中

で
、
主
人
公

の
２
人

の
女
性

が

「幸
せ
だ

っ
た
」
と
言

い
切
れ
る
時

を
過
ご
そ
う
と

の
自
覚
に
目
ざ
め
て
、

挑
戦

の
日
々
を
積
み
重
ね
る
姿
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

末
期
ガ

ン
患
者

の
２
人
が
、
同
じ
病

棟

の
若

い
女

の
子

の
残
し
た
小
さ
な
ノ

ー
ト
を
偶
然
に
も
手
に
し
た
事

で
人
生

観
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
の
で
す
。

女

の
子
が
記
し
た

「
死
ぬ
ま
で
に
や

り
た
い
事
」

の
十
項
目
に
は
、
命
を
惜

し
む
切
な
さ
が
溶
れ
て
…
…
。

特
に

「
ウ

ェ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着

た

い
」
と
の
夢

に
は
胸
を
打
た
れ
た
。

若

い
頃
、
私
も
ず

っ
と
夢
を
見
て
来

ま
し
た
。　
一
生

に

一
度
、
花
嫁
衣
装
を

着

て
み
た

い
と
。

そ
し
て
、
誰
か

一
人
だ
け

一
緒
に
暮

ら
し
た

い
と
思
え
る
人
に
巡
り
合
わ
せ

て
欲

し

い
と
。

神
様

に
そ

の
声

が

届

い
た

の
か
、
思

い

掛

け
な

い
出
来
事

が

生

じ
た

の
で
す
。

当
時
、
十
年
間
を
交
際
し
て
い
た
あ

の
人
が
結
婚
を
決
意
し
て
く
れ
て
、
何

と
、
身
長
１
３
５
セ
ン
チ
、
日
本

一
小

さ
な
花
嫁
姿
を
実
現
可
能
に
し
ま
し
た
。

４
才
年
下

の
健
常
者
だ

っ
た
あ

の
人

が
、
急
に
浮
上
し
た
お
見
合

い
話
に
。

家
族

の
後
押
し
の
強
さ
に
も
負
け
ず
、

障
害
者

の
私
を
選
ん
で
く
れ
た
事

へ
の

感
謝

で
、
両
手

一
杯

の
幸
せ
が
到
来
し

た
感
じ
で
し
た
。

世

の
中
が

ハ
ワ
イ
ブ
ー
ム
に
沸

い
て

い
た
頃
で
、
憧
れ
の
地

へ
の
夢
は
膨
ら

み
、
そ
れ
も
、
あ

っ
さ
り
と
実
現
し
た
。

予
約
し
た
結
婚
式
場
が
、

ハ
ワ
イ
旅

行
と
挙
式
を
セ

ツ
ト
に
し
た
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン
中
だ

っ
た
の
で
、
限
定
５０
組
に
入

る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
の
で
す
。

昭
和
５５
年
、
日
本
中
が
山
ｂ
宿

恵

・

三
浦
友
和

の
結
婚
ブ

ー
ム
の
最
中
、
私

達
も
便
乗
す
る
か
の
よ
う
に
６
月
、
ジ

ュ
ー
ン
ブ

ラ
イ
ド
で
ホ
ノ
ル
ル

ヘ
向
け

て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
夢
や
、

幸
せ
が
指
先
か
ら
こ
ば
れ
落
ち
て
行
き
、

７
年
目
に
心
を
通
わ
せ
合

っ
た
二
人
の

‐７
年
間
は
消
え
去

っ
た
が
、

こ
の
写
真
は
私

の
夢
を
本

当
に
し
た
貴
重
な
も
の
。

あ

の
日

の
感
激
と
感
動

は
今
も
な
お
、
ア
ル
バ
ム

の
中

で
輝

い
て
い
ま
す
。

映
画

で
は
、
若

い
頃
に

結
婚
式
が
出
来
な
か

っ
た

専
業
主
婦

Ｔ
口永
小
百
〈こ

と
、
無
口
で
無

骨
な
夫
が
娘
と
息
子
に
祝
福
さ
れ
て
、

純
自

の
ウ

ェ
デ

ィ
ン
グ
ド
レ
ス
に
身
を

包
み
教
会

で
晴
れ
の
姿
を
。

若

い
女

の
子
の
夢
を
果
た
し
た
よ
う

に
、
輝
く
主
婦

の
自
信
に
満
ち
た
表
情

が
印
象
的

で
し
た
。

そ
し
て
、
女
社
長

（天
海
祐
希
）
と
こ

の
主
婦
が
こ
の
世
を
去

っ
た
数
年
後
、

社
長

の
事
業
だ

っ
た
開
発

ロ
ケ

ッ
ト
が

打
ち
上
げ
ら
れ
る
日
、
社
長
と
主
婦

の

名
前
を
冠
し
た

ロ
ケ

ッ
ト
が
大
空
高
く

宇
宙

へ
と
飛
び
立

っ
た
。

２
人

の
女
性
が
小
さ
な
ノ
ー
ト
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得

て
、
最
高

の
人
生
を
見

つ

け
よ
う
と
し
た
生
き
方
は
、
女

の
子

の

夢
を
乗
せ
て
…
…
。

彼
女

の
十
項
目
の
最
後
が

「
宇
宙
に

飛
び
立
ち
た

い
」
と
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

も
う
私
に
は
夢
を
持

つ
事
も
、
語
る

事
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

老
齢
化

の
進
む
日
々
は
健
康

に
留
意

し
、

つ
つ
が
な
く
暮
ら
せ
る
事

に
感
謝

で
す
。
で
も
、

こ
の
ま
ま
で
は
淋
し
過
ぎ
る
。

せ
め
て
、
夢

の
中

の
ま
た
夢

で
あ

っ
て

も
、
少
し
は
夢

の
世
界
が
あ
れ
ば
と
思

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

毎
年
、
１
月
１
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映

さ
れ
る

コ
一
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」

で
私

の
心
は
ウ
ィ
ー
ン
ヘ
ー

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
華
や

か
な
音
楽
と
舞
踊
で
新
年
を
祝
う
行
事
。

ヨ
ハ
ン

・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
聖
地

で
、

彼

の
残
し
た
名
曲
が
ウ
イ
ー
ン
交
響
楽

団
で
演
奏
さ
れ
て
、
画
面

に
は
美
し
い

舞
踊
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
…
…
。

演
奏
会

の
終
り
が
近
づ
く
と
学
友
会

鉄
道
唱
歌

（替
え
歌
）

ま
で
に
や
り
た
い
事
』
智 と
子 I事

獨

ホ
ー
ル
に
紳
士

・

淑
女
が

一
斉

に
手

拍
子
を
打
ち
、
心

を

一
つ
に
し
て
ポ

ル
カ
を
楽
し
む
。

私
も
あ

の
席
に

一

度
座
り
た

い
。

釉
11‐ ■
'

我
ら
人
生
６０

か
ら

一
、
我
ら
人
生
６０
か
ら

心
も
体
も
元
気
に
て

７０
で
迎
え
に
来
た
な
ら
ば

た
だ

い
ま
お
留
守
と
言

い
な
さ

い

二
、
我
ら
人
生
６０
か
ら

い
つ
も
に
こ
に
こ
朗
ら
か
に

８０
で
迎
え
に
来
た
な
ら
ば

ま
だ
ま
だ
早

い
と
言

い
な
さ
い

三
、
我
ら
人
生
６０
か
ら

何
も
不
足
は
言

い
ま
せ
ん

９０
で
迎
え
に
来
た
な
ら
ば

そ
ん
な
に
せ
く
な
と
言

い
な
さ

い

四
、
我
ら
人
生
６０
か
ら

い
つ
も
感
謝

で
暮
ら

し
ま
す

１
０
０
で
迎
え
に
来
た
な
ら
ば

こ
ろ
み
て
行
く
よ
と
言

い
な
さ

い

五
、
我
ら
人
生
６０
か
ら

ま
だ
ま
だ
ひ
よ

っ
こ
未
熟
者

希
望
に
満
ち
て
夢

い

っ
ぱ

い

生
き
る
喜
び
あ
り
が
と
さ
ん

生
き
る
喜
び
あ
り
が
と
さ
ん
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「四
苦
八
苦
」
を
考
え
る
′

松

坂

義

之

助

四
苦
八
苦
は
、
お
釈
迦
様
が
苦
し
み

を
以
下
の
８
つ
に
わ
け
て
教
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

生
苦

（生
ま
れ
る
苦
し
み
）

老
苦

（老
い
る
苦
し
み
）

病
苦

（病
の
苦
し
み
）

動縫仰畦却れ（一が̈
（一のとの別れによる

お
ん
ぞ
う

え
　
く

怨
憎
会
苦

苦
し
み
）

（恨
み
憎
し
み
を
感
じ
る
人
と
会

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
し
み
）

（求
め
て
も
え
ら
れ
な
い
苦
し
み
）

（煩
悩
が
盛
ん
が
故
に
苦
し
む
）

初
め
の
４

つ

（生
老
病
死
）
を
四
苦
と

い
い
、
他

の
４

つ
と
合
わ
せ
て
四
苦
八

苦
と
い
う
。

若

い
頃
は

ク
四
苦
ク

に
の
み
こ
だ
わ

り
、
後
半

の
４

つ
は
知

っ
て
は
い
た
も

の
の
実
感
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
還
暦
を
迎
え

ク
愛
別
離
苦
１

ク怨
憎
会
苦
ク
を
痛
感
す
る
機
会
が
多
く

な

っ
た
。
ま
ず
実
感
し
た
の
が

″
怨
憎

五球 ぐ

蘊羽障
盛y尋ち
苦7苦く

会
苦
亀

会

い
た
く
な

い
人
ほ
ど
会
う
機
会

た
環
境
下
で
産
ま
れ
て
く
る
と
も
限
ら

な
い
。
む
し
ろ
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え

て
産
ま
れ
て
来
る
方
が
多

い
の
か
も
知

れ
な

い
。
そ
し
て
そ
れ
は
本
人
や
家
族

の

ク
苦

（苦
労
×

を
意
味
し
て
お
り
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
生
き

て
い
く
事
が

″
修
行

↑
」
の
世
に
う
ま
れ
て
き
た
意
味
×

な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
障
害
者
権

利
条
約

で

ク
社
会
的

モ
デ
ル
ク
と

い
う

言
葉

で
障
害

の
原
因
を
社
会
構
造
に
よ

る
物
だ
と
し
て
い
る
が
、
深
層
心
理
学

で
は

″
親
を
選
ん
で
産
ま
れ
て
来

る
ク

と
い
う
実
験
結
果
も
あ
り
、
「乗
り
越
え

ら
れ
な

い
苦
労
を
神
は
与
え
な
い
」
と

い
う
言
葉
も
満
更
宗
教
的
表
現
と
も
言

い
切
れ
な

い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
ら
が
選
ん
で
産
ま
れ
て
き
た
ク
生
苦
ク

か
ら
逃
避
し
条
約
や
法
律
を
盾

に
他
力

本
願
な
権
利
主
張
は
本
来
人
間
が
持

っ

て
生
ま
れ
た

ク
四
苦
八
苦
ク

に
反
す
る

考
え
だ
と
言
え
る
。

話
を

ク
愛
別
離
苦
ク
・
ク
怨
憎
会
苦
″

に
戻
す
と
、
こ
れ
ら
を
克
服
す
る
に
は

ク
自
我
″
を
捨

て
る
し
か
な

い
の
だ
が
、

そ
れ
が
容
易
く
で
き
な

い
の
が
人
間

の

性
で
あ
る
。
こ
れ
が

ク
五
蘊
盛
苦
■

こ

れ
を
自
覚
す
る
か
ら
、
ま
た

ク苦

（苦
労
×

を
生
み
出
す
。
人
間
と
は
厄
介
な
も
の

で
あ
る
。

″
愛
別
離
苦
１

怨
憎
会
苦
ク
を
素
直
に

受
け
入
れ
、　
〓
暑
一
憂
せ
ず

に

「生
き

て
る
だ
け
で
丸
儲
け
！
　
所
詮

こ
の
世

は
浮
き
世
の
世
界
。
な
る
よ
う
に
な
る
」

と
考
え
ら
れ
れ
ば
良

い
の
だ
が
…
…
。

か
く
言
う
小
生
も
誰
か
の

ク怨
憎
会
苦
″

の
対
象
に
な

っ
て
い
る
と
思
え
ば
、
お

互

い
様

っ
て
事
に
な
る
よ
う
だ
。

た
だ
、
誰
か
ら
も

ク
愛
別
離
苦
″
を

感
じ
て
貫
え
な

い
人
間
に
は
な
り
た
く

な

い
も
の
で
あ
る
。

ギ一．が彫訳薇』館」動。

取
れ
な

い
が
、
側

に
居
る
だ
け
で
不
愉

快
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
。
ひ

ど
い
時
は
名
前
を
聞

い
た
だ
け
で
イ
ラ

イ
ラ
す
る
。
こ
れ
が

″
怨
憎
会
苦
ク
な

の
だ
ろ
う
か
と
自
問
自
答
す
る
。

一
方
で

ク
愛
別
離
苦
■

年
齢
と
共
に

大
切
な
家
族
や
先
輩

。
仲
間
が
居
な
く

な
る
。
四
苦

の
中

の

ク
病

・
老

・
死
ク

に
よ
る
も
の
だ
が
、
本
人

の
苦
だ
け
で

な
く
、
周
囲

の
者
に
と

っ
て
も
苦

で
あ

る
事

に
気
付

い
た
。
そ
し
て
そ
の
す
べ

て
が

″
生
苦
ク
か
ら
う
ま
れ
て
く
る
物

だ
と
理
解

で
き
る
。

こ
れ
ま
で
何
故
生

ま
れ
る
事
が
苦
な

の
か
理
解

で
き
な
か

っ
た
が
、
森
羅
万
象
す
べ
て
が

多
生
ク

か
ら
始
ま
り
、
す

べ
て
の
苦
が

″
生
″

に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ

て
い
る
と
考
え

る
な
ら
ば
、
ク
生
苦
ク
の
意
味
も
自
ず
と

解

っ
て
く
る
。

ま
た

ク
生
苦
″

に
は
も
う
１

つ
の
考

え
方
も
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
生
児
が
全
員
健
康

で
産
ま
れ
て
く
る

と
は
限
ら
ず
、
ま
た
家
庭
的
に
恵
ま
れ

名 筆
乗 者 尚
つ が
｀

鑽 ,鼈凸鰺隧麟拶鬱颯鐘疱靡炸
―
いつでもお電話ください 24時間_v~付

―
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